AMCO 


HF ALL MODE TRANSCEIVER 


クイ ッ ク マ ニュ アル 


本 資料 に 使わ れ て いる 社名 、 商 標 、 登 録 商 擦 は それ ぞ れ の 所 有 者 に 帰属 する も の で す 。 定格 、 仕 様 は 予告 な く 変更 する 
事 が あり ます 。 


Alt band names and trademarks are the property of their respective owners. Information and specifcations are subject to 


change without notice. Copyright 1998 All rights reserved. No part of thiS document may be reproduced, copied, translated, 2 昌 と さら an 5 So リー 
or tanscrobed in any from or by any means without the prior written permission of Alinco, mc. Osaka, apan. この 度 は アル イン コ の トラ ン シ ー バ ー を お 買い 上 げ い た だ き 誠 に あり が と う ご ざ いま す 。 


Japanese Edution Printed in Japan. 


この マニ ュ ア ル は 、 英 文 取扱 説明 書 の 抜粋 の 翻訳 と 無線 局 免許 の 申請 の 際 の 注意 事項 を 記載 
し し た も の で す 。 詳細 に つい て は 英文 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 


| の = PP つつ 株 式 会 社 電子 事業 部 本 機 は 日 本 国内 専用 モデ ル で す の で 海外 で は 使用 で きま せん 。 


東京 営業 所 〒103-0027 東京 都 中 央 区 日 本 橋 2 丁 目 3 番 21 号 八重 洲 セ ント ラル ビル 4 障 TEL.03-3278-5888 症 の 還 内 
大 阪 業 〒541-0043 大 阪 市 中 区 謝 4 和 9 和 構 ダイ ビル 1 3 隊 TEL.06-7636-2361 この 無線 機 を 使用 する に は 、 総 務 省 の アマ チュ ア 無 線 局 の 免許 が 必要 で す 。 ま た 、 ア マチ ュ 
必 所 〒812-0016 福岡 区 博多 駅 南 1 丁目 3 番 6 号 第 3 ビル 7 階 TEL.092-473-8034 ie 

pe 和 ア 無 線 以外 の 通信 に は 使用 で きま せん 。 


アフ ター サー ビス に 関す る お 問い 合わ せ は | 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 、 フ リー ダイ アル 固 呈 0180-464-007 


全国 どこ か ら で も 無料 で 、 サ ービス 窟 口 に つなが り ま す 。 


受付 時 間 ノ 10: ロ ロー17:OO 月 曜 一 金曜 ( 祝 奈 日 及び 12:00 一 13:00 は 疹 寺 ま す ) 還 Pa 
人 ee ホー ムペ ー ジ http7/wwow alioo.cojp/「 電 事業] を で 息 くだ さい [ 86842 愉し イ つ ンコ 株 式 会 社 


安全 上 の ご 注意 


この 説明 書 で は 、 お あな た や 他 の 人 々 へ の 危害 や 財産 へ の 損害 を 未然 に 防ぎ 、 製 品 を 安全 に 正しく お 使い いた だ く 
た め に 、 守 っ て いた だ きた い 事 項 を 示し て いま す 。 本 文中 の マー ク の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す 。 内容 を よ 
く 理解 し て か ら 本 文 を お 読み くだ さい 。 


[表示 の 説明 ] 


誤っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 する 、 ま た は 宣 場 を 負う 危険 が 差し 迫っ て 生じ 
る こと が 想定 され る こと を 示し ます 。 
“誤っ た 取扱 い を する と 人 が 死亡 する 、 ま た は 重傷 を 負う 可能 性 が ある こと " を 


示し ます 。 
~ 誤 つた 取扱 い を する と 人 が 傷害 ※ 1 を 負う 可能 性 、 ま た は 物 的 損害 ※ 2 のみ が 
発生 する 可能 性 の ある こと を 示し ます 。 


※ ] : 傷害 と は 、 治 療 に 入院 や 長期 の 通院 を 要 さ な い 、 け が ・ や けど ・ 感 電 な ど を ざし ます 。 
※2 : 物 的 損害 と は 、 家 屋 ・ 家 財 お よび 家畜 ・ ペ ッ ト に か が か わる 拡大 損害 を さ し ま す 。 


[ 図 記号 の 説明 ] 


図 記 号 の 蘭 味 
禁止 (し て は いけ な いこ と ) を 示し ます 。 
具体 的 な 禁止 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 
必ず 実行 し て いた だ く 「 強 制 」 内 容 で す 。 


具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 
電源 プラ グ を 必ず コン セン ト か ら 抜 いて いた だ く 「 強 制 ] 内 容 で す 。 
具体 的 な 強制 内 容 は 、 図 記号 の 中 や 近く に 絵 や 文章 で 指示 し ます 。 


本 製品 の 故障 、 誤 動作 、 不 具合 、 あ る い は 停電 な どの 外部 要因 に て 通信 な どの 機会 を 失っ た た め に 生じ た 損害 な ど 
の 純粋 経済 損害 に つき まし て は 、 当 社 は 一 切 その 責任 を 負い か ね ます の で 、 あ ら か じ め ご 了承 くだ さい 。 


アフ ター サー ビス に つい て 


画 保 証 天 
保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 記載 内 容 を お 確か め の 
上 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 


画 保 証 期間 
お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 
正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 に 保証 
番 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 修理 いた し ます 。 


画 保 証 期間 が 経過 し た 場合 
お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 悪口 に ご 相談 くだ さい 。 修 理 に よっ て 機能 が 維 
持 で きる 場合 に は 、 お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 
に ご 相談 くだ さい 。 


一 製造 中 止 製品 に 対す る 保守 年 限 に 関し て 
製造 中 止 製品 に 関し て は 、 下 記 の 一 定期 間 保 守 部 品 を 常備 し て お り ま す 。 し か し 、 不 測 
の 事態 に より 在庫 が 無く な る 場合 も あり 、 修 理 が 行え な いこ と も あり ます の で ご 了承 原 
いま す 。 


* 補 修 用 部 品 の 保証 期間 は 、 製 造 中 止 後 ち 年 で す 。 


に で ) 


[50W 申 請 用 ] 
TSS 株 式 会 社 
担当 者 民 


アル イン コ 製 、DX-SR8J 型 トラ ン シ ー バ ー を 50[W1 に 改造 し て 保証 認定 を 受け た い の で 、 
この 書類 を 添え て 出願 し ます 。 


出願 者 氏名 印 


住所 


1. 50W へ の 改造 方 法 
CPU 50W 切 り 換え 用 ラン ド (TI ) を 半田 ジャ ン パ ー す る 事 に より 送信 出力 を 50[W] と し た 。 
2. 各 バ ンド の 送信 出力 の 測定 結果 電源 電圧 13.8[VI に て 


上 記 1. に よる 改造 後に 測定 し た 送信 電力 を 下 表 に 示し ます 。 
測定 方 法 : つ 〇 OO 〇 〇 社 製 通過 電力 計 に ダミ ー・ ロ ー ド を 接続 し て 測定 。 


周波 数 帯 送信 出力 
[MHz] [WI 


※ 資 格 に より 申請 出来 な い 周 波数 が ご ざい ます の で 、 ご 注意 くだ さい 。 


以上 、 内 容 に 誤り の 無い 事 を 証明 し ます 。 


どら 


テ 
喉 
I@ き ②@ 味 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


人 ト 危険 


千 
用 


る 『 の 


志 
各 


の 


博 
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あ 


堪 
旭 


ペ ) 


禁 止 


@DC 電 源 コ ー ド 接続 の 際 は 、 極 性 を 間違え な いよ うに 十分 注意 し て 
くだ さい 。 
火災 ・ 感 電 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 赤 の 配線 は プラ ス () 極 、 黒 の 配線 は マイ 
ナス (ー) 極 で す 。 


@ こ の 製品 の 電源 電圧 は DC13.8 V で す 。 
DC13.8 V 土 1 59% を 超え る DC 電源 や 大 型 車 な どの DC24V に は 接続 し な いで くだ 
さい 。 火災 ・ 感 電 ・ 故障 の 原因 と な り ま す 。 


久 送 信 時 に は 大 き な 電 流 が 流れ ます の で 、 必 ず 付 属 の 電源 ケー ブル を 
使っ て くだ さい 。 
火災 ・ 感 赴 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 


人 も し 、 内 部 か ら も れ た 液 が 皮膚 や 衣服 に 付い た と き は 、 す ぐに きれ 
いな 水 で 洗い 流す こと 。 
その まま に し て お く と 、 皮 膚 が か ぶれ る 原因 に な り ま す 。 


今 内 部 か ら も れ た 液 が 目 に 入っ た と き は 、 す ぐに きれ いな 水 で 洗い 、 
医師 の 治療 を 受け る こと 。 
その まま に し て お く と 、 目 に 傷害 が 起き る こと が あり ます 。 


代 分 解 ・ 改 造 ・ 修 理 し な いこ と 。 
取扱 説明 書 に 記載 され て いる 場合 を 除き 、 ケ ー ス な ど を 外し 、 内 部 に ふれ る こと は 
さけ て くだ さい 。 
火災 ・ 感 十 ・ け が の 原因 に な り ま す 。 (改造 は 電波 法 違反 に な り ま す 。) 


久屋 外 や 沿 村 な ど 、 水 の か か る 場所 に 置か な いこ と 。 
水 な ど を が か け な い こと 。 


人 @ 周 り に コッ プ や 花 び ぴん な ど 、 液 体 の 入っ た 容器 を 連 か な いこ と 。 
液体 が こぼれ て 内 部 に 水 が 入る と 、 火 災 ・ 感電 の 原因 と な り ま す 。 
@ 水 が か か っ た 場合 、 悪 源 プ ラグ を コン セン ト か ら 抜 いて くだ さい 。 
@ ま た 、 温 気 の 多 い 場 所 で は 使用 し な いで くだ さい 。 
湿度 の 高い 所 や 、 冷 た い 所 か ら 誠 に 温か い 所 へ 移動 し ます と 、 製 品 に 明 が つく 場合 
が あり ます 。 醒 が つく と 製品 の 動作 に 悪影響 を 与え 、 故 障 の 原因 に な り ま す の で 、 
よく 乾燥 させ 、 串 を よく 取り 除い て か ら ご 使用 くだ さい 。 


信 航 空 機内 や 病院 な ど で 使 用 を 禁止 され た 場所 で は 、 電 源 を 入れ な い 
こと 。 
電子 機器 に 影響 を 及ぼ す 場合 が あり ます 。 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


人 旨 千 


信長 時 間 の 連続 送信 は し な いで くだ さい 。 
発熱 の た め 本 体 の 温度 が 上 昇 し ます の で 、 や けど を し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 


の 


F 


久 電 源 コ ー ド を 折り 曲げ た り 、 ね じ っ た り 、 傷 つけ た り 、 熱 器具 に 近 
づけ た り 、 加 熟 し な いこ と 。 


の 


FI い 
丘 


@DC 電 源 コ ー ド を 加工 し た り 、 ヒ ュー ズ ホ ル ダ ー を 取り 除い て 使用 
する こと は 絶対 に し な いで くだ さい 。 
火災 ・ 故障 の 原因 と な り ま す 。 


の 


泥 


73.56…101.45MHz 


@ ぬ れ た 手 で 電源 コー ド に 触れ な いこ と 。 
感 起 の お それ が あり ます の で 、 絶 対 に し な いで くだ さい 。 


あさ 
僅 引 火 性 ガス の 発生 場所 で は 、 電 源 を 入れ な いこ と 。 
発火 の 原因 と な り ま す 。 


の 


湊 
局 


の 


滋 


欠 布 や 布団 で 間 っ た り し な いで くだ さい 。 
寺 が こも り 、 ケ ー ス が 変形 し た り 、 火 災 の 原因 と な り ま す 。 直射 日 光 を 避け て 風 通 
し の 良い 状態 で ご 使用 くだ さい 。 


の 


沿 
丘 


人 自動車 な ど 運 転 中 は 使用 し な いこ と 。 
車載 弄 無線 機 を 運転 者 が 走行 中 に 運用 する 際 は 、 安 全 運 転 を 最大 限 優先 し て くだ さ 


je ょ じい 。 操 伯 パ ネル を 走行 中 に 注視 し て いる と 導 路 交通 法 違 反 で 硬 せ られ る 可能 性 が あ 
3 り ま す 。 は 
』 球 

屋 

@ 通 信 す る と き は 周囲 の 安全 を 確認 する こと 。 MI 

6 安全 を 確認 せ ず に 通話 する と 転倒 ・ 交 通 事故 の 原因 と な り ま す 。 打 
強 制 つ 
@ 重 源 を 入れ る 前 に 、 音量 を 下げ て くだ さい 。 

(1 助力 障害 の 原因 に な る こと が あり ます 。 の 
強 制 と 
口 


ら 1 


無線 機 の 取扱 い に つ いて 


ロ 無 


テ 
二 
の 睦 


僅 幼 児 の 手 の 届 く と ころ に は 置か な いこ と 。 
けが な ど 事 故 の 原因 と な り ま す 。 


滋 
旨 


欠 磁 先 カ ー ド な ど を 近づけ な いこ と 。 
無線 機 に 内 蔵 さ れ て いる 磁石 や 磁気 を 帯び た 部 品 で 、 フ ロッ ピー ディ スク や キャ ッ 
( 、 シュ カー ド な どの 内 容 が 消去 され る 場合 が あり ます 。 


以 . 有 (名 基 0. 025% 以 内 ) 


の 


激 
全 


法 第 3 窟 に 規定 する 条件 に 合致 する 。 


今 湿式 や ほこ り の 多い と ころ 、 ま た 高温 と な る と ころ に 保管 し な いこ 
と 。 


汰 
F 


周波 数 測定 装置 の 有無 
罰 


人 @ 上 直射 日 光 の 強い 所 や 炎 天下 の 車 の 中 な ど に 長 時 間 放 置 し な いこ と 。 
発 吾 ・ 発 火 ・ 故 障 の 原因 と な り ま す 。 
プラスチック や ビニ ー ル な ど が 多用 され る マイ ク な どの アク セ サ リ ー も 熟 や 日 光 で 
劣化 し ます の で 注意 し て くだ さい 。 


滋 
ヒ 


人 @ 電 子 機器 に 影響 を 与え る 場合 は 使用 し な いこ と 。 
自動 車内 で 使用 し た 場合 、 車 種 に より まれ [に 車両 電子 機器 に 影響 を 与え る も の が あ 
り ま す 。 そ の よう な 場合 は 使用 し な いで くだ さい 。 
チュ ー ナ ー・ テ レビ な ど 、 他 の 機器 に 影響 を 与え る よう な と き は 、 距離 を 離し て 設 
置 し て くだ さい 。 


還 
回 
で 

] 看 
較 
和 
で 
に 
和 
ES 
岩 
区 
和 
に 


その 他 の 工事 設計 


滋 


A1A A3E,J3E 35MHz.38MHz. 7MHz. 14MHz.18MHz.21MHz. 24MHz 


A1A 19MHz.463MHz. 10MHz - 
ATA.A3E.J3E,F3E 28MHz - 


佑 活 ら ざさ な いこ と 。 
水 な どの 液体 が 入る と 発 束 ・ 感 電 ・ 故 障 な どの 原因 に な り ま す 。 使 用 場所 、 取 扱い 
に ど 注 意 く だ さい 。 


送信 機 系 統 図 


技術 基準 適合 証明 番号 
汗 
1 


尻 : 


人 @ 普 通 の ゴミ と 一 緒 に 捨て な いこ と 。 
発火 ・ 環 境 破壊 の 原因 と な り ま す 。 


の 


装 
記 


欠 オ プシ ョ ン の 組み 込み で ケー ス を 開け る 場合 は 、 取 扱 説明 書 を よく 
お 読み に な り 行 っ て くだ さい 。 そ の 際 、 指 定 以外 の 場所 に は 絶対 に 
触れ な いで くだ さい 。 
火災 ・ 感 填 ・ 故 障 の 原因 に な り ま す 。 


の 


.. 送信 空中 線 の 型式 
滋 
ヒ 


装 牙 の 区 別 


「 語 田 測 司 遂 下旬 の テ 、 旬 呈 その 玉 い いう の 塵 吾 目 9GvZ 日 の 局 半 机 XX 丁 とう 性 衛 ハ ユ 容 開 芝 園 と と た 了 ア う 生葉 
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癌 時 の 一 久 度 汰 の 々 ンー と る 6 遇 導 

PTI の Pr 

日 CTOGEH 

涼 守 
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料 条 の 回 北 


量 外 理 販 の 午 紀 問 導 の ② 劉 で みろ ズ 


ご 使用 の 前 に 


電波 法 上 の 注意 


電波 法 第 59 条 は 「 何 人 も 法律 に 別段 の 定め が ある 場合 を 除く ほか 、 特 定 の 相手 方 に 対し て 
行わ れる 無線 通信 を 傍受 し て その 存在 若しくは 内 容 を 漏らし 、 又 は これ を 紀 用 し て は な ら 
な い 。」 と し 、 第 109 条 で 「 無 線 局 の 取扱 い 中 に 係わる 無線 通信 の 秘密 を 漏らし 、 又 は 究 
用 し た 者 は 、1 年 以下 の 懲役 又は 50 万 円 以下 の 罰金 に 処す る 。」 と 神 則 規定 を 設け て お り 
ます 。 更 に 第 109 条 の ら で 「 暗 号 (秘話 ) 通信 を 受信 し た 者 が 、 そ の 暗号 通信 の 秘密 を 漏 
らし 、 又 は 宮 用 する 目的 で 、 そ の 内 容 を 復元 (秘話 解除 ) し た と き は 、1 年 以下 の 懲役 又は 
50 万 円 以下 の 罰金 に 処す る 。] と 定め て お り ま す の で 、 放 送 以外 の 無線 通信 を 傍受 ぐれ る 
合 は 電波 法 違反 と な ら な いよ う 十 分 ご 注意 くだ さい 。 

本 機 は アマ チュ ア 無 線 幾 で す 。 送 信 す る に は 第 2 級 以上 の アマ チュ ア 無 線 技士 資格 と アマ チュ 
ア 無 線 局 免許 が 必要 で す 。 


安定 化 電源 


・ 本 幾 に 接続 する 外部 電源 は 、 必 ず 出 力 電 圧 が 1 1.7 V~15.8 V の 範囲 内 で の も の を 使用 し 
て くだ さい 。 
・ 電 源 ケ ー ブ ル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に し て か ら 行 っ て くだ さい 。 


5. 申 請 の 仕方 
本 機 は 技 適 証明 機 で の ありま せん の で 、 無 線 局 の 申請 に 当たっ て は 保証 認定 で 申請 を 行う 必要 が あり ま 
す 。 ( 技 適 機種 と 合わ せ て 申請 する 場合 も 保証 認定 に な り ま す 。) 
保証 認定 申請 時 に 記載 が 必要 な 書類 
・ 保証 認定 原 
・ 工 事 設計 書 
・ 送信 機 系 統 図 


別紙 記載 例 で は DX-SR8J を 第 1 送信 機 と し て 記載 し て お り ま す 。 

① 保 証 認定 原 
DX-SR8J 以 外 の 送信 機 と あわ せ て 申請 され る 場合 は 、「 使 用 する トランシーバ ー」 の 第 2 送信 機 以 
降 に その 機種 を 記載 し て くだ さい 。 

② 工 事 設計 書 
「 発 射 可能 な 電波 の 型式 及び 周波 数 の 範囲 ]、「 変 調 方 式 ]、「 定 格 出力 ]、「 終 段 管 】 の 材 に 記載 が 必 
要 で す 。「 技 術 基準 適合 証明 番号 ] は 記載 し ませ ん 。 
第 2 送信 機 以降 を 申請 され る 場合 は 、 同 様 に 記載 し て くだ さい 。 技 適 証明 機種 の 場合 は 、「 技 術 基 
準 身 合 証明 番号 ] の み の 記載 で か まい ませ ん 。 

③ 送 信 機 系 統 図 
別紙 送信 機 系 統 図 を 記載 し て くだ さい 。 


[注意 } 

本 機 は 100W 機 に な り ま す の で 、 そ の まま で は 、 第 3 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 に よる 免許 申請 ・ 移 動 局 
と し て の 免許 申請 は で きま せん 。 そ の 場合 は 、 内 部 の {[ の ジャ ン パ ー ラ ンド を 半田 ブリ ッ ジ し て か ら 
申請 し て くだ さい 。 あ わせ て 、 工 事 設計 午 の 「 定 格 出力 」 欄 に は 、50W と 記載 し て くだ さい 。 

尚 、 改 造 し た 後 は [50W 申 請 用 ] の 書式 と 改造 個所 の 写真 を 添え て 提出 し て くだ さい 。 困難 な 時 は 
JAIA 加 盟 店 が 改造 と 証明 を 有 備 で 行なわ れる 場合 が あり ます の で ご 相談 くだ さい 。 

弊社 サー ビス セン ター で も 有償 で 改造 と 証明 書 発行 の サー ビス を ご 提供 し て お り ま す 。 
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③ 受 信 部 


0.135<1.8MHz :OdBuV(1uV) 
1.8ー30MHz ・ー12dBuV(0.25uV) 
0.135 一 1.8MHz :20dBuV(10uV) 
1.8 一 30MHz :6dBuV(2uV) 
FM(12dB SINAD) 28-30MHz ・ー6dBuV(0.25uV) 


選択 度 SSB,CW. AM(Narrow) 2.7kHz( 一 6dB), 4.7kHz( 一 60dB) 
AM. FM 8kHz( 一 6QB), 30kHz( 一 50dB) 


受信 感度 SSB. CW(SN 10dB) 


AM(1kHz. 3096 変調 ) 


スプ リア ス 妨 填 比 
低 周波 出力 2W 以 上 (8O. 109%% THD) 


ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 
周波 数 範 妹 " -  .. 0.135MHz 一 30.0000MHz 。 


無線 機 の 取扱 に つい て …… 螺 ee 3 
ご 使用 の 前 に geeSenaaeagiesaes PE フ 
1. 畠 部 の 名 称 .…………… せ … せ …… せ ………………………… の 10 
①④ 前 面 パ ネル ーーP18.……… せ es ヶ See 10 
② 背 面 バ ネル 一 P21 .…..…… せ ….…… 2 10. 
ビン 本 10 
④ キ ー 操 作曲 見 表 ーーP24 so 11 
人 |: 19 
⑬ 用 語 説 明 5SEE 5 13 
② モ ー ド の 切り 替え 一 P26.……… 3 
③ バ ンド の 切り 替え ーーP260e 13 
(より よい 受信 を する に は …P31..….… ….….….…………….…………・ 13 
⑤⑥ ク ロー ン 機 能 一 P69.eeee 13 
atafNe2NeRRYEHRGBUS2288NRESBpteese 14 
3 中 抽 線 OS 14 
② オ プシ ョ ン の 取り 付け 方 ………………………………………wkk> 14 
⑨ 間 義人 状 ANNSSSSS 14 
1 15 
3028802RES mi53E3 ま 82 15 
(か し に に 15 
|ー[・ HHR 16 
5 申請 の 任 玉 IA 17 
アフ ター サー ビス に つい て ee どら 9 


ーP18 は 英文 取 説 の P18 ペ ー ジ に 詳細 が ある こと を 意味 し ます 。 


1. 難 部 の 名 称 
① 前 面 パ ネル 一 P18 


(1⑪) 

3) 
(14) 
(15) 
16) 
(1 の 
18) 
9) 


POWER switch 
MAIIN tuning dial 
RIT control knob 


電源 スイ ッ チ 
メイ ンダ イヤ ル 
受信 周波 致 徴 調整 つま み 


IF SHIFT control knob IF フィ ルター を シフ ト し て 混信 除去 する 


SQL control knob 
AF gain control knob 
PHONE jack 
SPEAKER jack 


スケ ル チ つ まみ 
音量 ボリ ュー ム 
ヘッ ド ホ ン 端 子 
外部 スピ ー カ ー 敵 子 


その 他 の キー 操作 に つい て は 次 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


② 育 面 パ ネル 一 P21. 


6 
② 
3③ 
④ 
⑤) 
(⑥) 
⑦ 


ANTENNA 

RELAY 

External ALC 
CW-KEY jack 

ACC 

Power COnneotQOr. . 
GND 


③ 表 示 ーP23 


(⑬) 
(④) 
(13) 
14) 
(15) 
16) 
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アン テ ナ 商 子 

リニア アン プ 用 リレー 端子 

リニア アン プ 用 ALC 入 力 端子 

電 鍵 接続 端子 

オー ト ア ン テ ナ チュ ー ナ ー (EDX-2) 用 アク セ サ リ 端子 
電源 ケー ブル 接続 端子 

グラ ンド 接続 端子 


オー ト ア ン テ ナ チュ ー ナ ー が 整合 動作 中 に 表示 され ます 。 

スプ リッ ト 運 用 中 に 表示 され ます 。 

ロー パワ ー 送 信 時 に 表示 され ます 。 

ノイ ズブ ラン カー 動作 中 に 表示 され ます 。 

ナロー フィ ルター 使用 中 に 表示 され ます 。 (SSB、CW、AM モ ー ド 時 ) 
トー ン エ ンコ ー ダ ー が 有効 な と き に 表示 され ます 。(FM モー ド 時 ) 


4. 定 格 
ず ③ 一 般 ' 
J3E(LSB,USB). A3E(AM). A1A(CW). F3E(FM) 


ー 上 9 
周波 数 安定 度 


② 送 信 部 


1.8100-1.9125MHz 
3.5000-3.8050MHz 
4.6300MHz 

7.0000 一 7.2000MHz 
10.1000-10.1500MHz 
14.0000 一 14.3500MHz 
18.0680 一 18.1680MHz 
21.0000 一 21.4500MHz 
24.8900…24.9900MHz 
28.0000 一 29.7000MHz 


送信 出力 HLow/S-Low | (SSB, CW, FM) 100W/10W/ 約 1W 
(AM) 40VW/4W/ 約 0.4W 
不要 寺 射 ー50dB 以 下 (0MHz 常 で は -45dB 以 下 ) 


SSB, CW ・ 平 衡 変 調 
AM ・ 低 電 了 力 変調 


FM -・ リア クタ ンス 変調 
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3. そ の 他 
① 主 な 接続 


・ 付 属 の 電源 ケー ブル を 背面 の 電源 端子 に 接続 し 、DC13.8V 電 流 容量 30A の 定 電圧 電源 に つなぎ ま 


す [ 赤 +、 黒 一 (接地 )]。 


・ マ イク は 前面 パネ ル 左 下 の マ イク 端子 に 接続 し こく だ さい 。. ーP20 
・CW で 運用 の 際 は 電 鍵 を KEY 端子 に 差し 込ん 々 で くだ さい 。 ーP21 


・ ヒ ュー ズ は 30A で す 。 


ーP86- 


・ ア ン テ ナ ケー ブル は アン テ ナ 端 子 へ つない で くだ さい 。 ーP21 


② オ プシ ョ ン の 取り 付け 方 


詳細 は 英文 説明 書 の 以下 の ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


オー トド アン デ テ サ チュ ー ナ ー ED2 『 


っ P90 


フロ ント コン トロ ー ル キッ ト EDS-17 -P90 


③ 調 整 個所 


英文 説明 書 の 以下 の ペー ジ を ご 参照 くだ さい 。 


カバ ー の 外し 方 
マイ ク ゲ イン 

送信 出力 100W と 50W 
サイ ド ト ー ン 音 時 
ビー プ 音 量 
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っ ーP84 

ーP85 (VR117) . 
っ ーP85 ([ の ジャ ン バ パー ラン ド ) 
っ P85 R111) 

ーP85 (VR109) 


キー 操作 早見 表 っ P24 
(押さ え 時 間 1 秒 以内 = 便 1 秒 以上 = 〇 ) 


還 困 問 単独 操作 FUNC 点 条 中 操作 


FUINC | 豊 フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 に 入り ます 
〇 セッ トモ ー ド に 入り ます 


VM 外 VFO MOODE へ の 切り 換え | 代 メ モリ ー バ ンク の 切り 換え 


O 〇 VFO AB イコ ー ル 機能 〇 メモ リー の 書き 込み 
@⑯MHz、KHz カー ソル 位置 の 切り 換え | 氏 AGC の 切り 換え 
MODE | @ モ ー ド の 切り 換え | @UT/LT の 切り 換え ' 


〇 モー ド UP.DOWN 操 作 可能 


F |@RF グ ゲイン の 切り 換え @ フ ィ ル ター の 切り 換え 
〇 送信 周波 数 の モニ ター 


@ ダ イヤ ル の 操作 禁止 @ キ ーー 及び ダイ ヤル の 操作 禁止 


コ 


| MULTI | @ マ ル チ フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 。 | @ マ ル チ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー 割 り 当て 設定 . | 
|^ | @MHz、KHz バ ンド 、 メモ リー の UP | 66《〈《〈《〈〔{%tw . 
|Y | @MHz、 KHz バッ ド 、 メモ リー の DOWN | ( ( 965{《{0 ク 0 
RIT |@TXIT.RIT の ONOFF _ |@TXIT.RIT の 加算 機能 
@1.9MH: 帯 呼び 出し 及び 周波 数 入力 1 
12 | @3.5MHz 帯 呼び 出し 及び 周波 数 入力 2 | @ メ モリ ーーVFO 転 送 機 能 。 " | 
@4.6MHz 帯 呼び 出し 及び 周波 数 入力 3 
の 上 

5 


|5 | @10MHz 帯 呼び 出し 及び 周波 数 入力 5 | 介 ス プリ ッ ト 機 能 ON/OFF 


|8 | @21MHz 帯 呼び 出し 及び 周波 数 入力 8 . | 欠 ス キャ ンタ イプ の 選択 、 ス キャ ンス ター ト 


19 | 
|0 | @28MHz 帯 呼び 出し 及び 周波 数 入力 0 | 送信 出力 の 切り 換え 
人 


念 周波 数 入力 デシ マル 人 @ ア ン テ ナ チュ ユー ナー 整合 動作 スタ ー ト 


@ 周 波数 入力 確定 ⑱ ア ル ニ ュ ー 設 定 
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セッ トモ ー ド の 設定 っ P70 

初期 設定 
4/ ヤ キー の モー ド 別 周波 数 ステ ッ プ の 設定 

| ト 半 ー 

メモ リー 上 書き 禁止 の 設 

メモ リー 周波 数 の 一 時 変更 禁止 設定 


| 06 | SKIP "” | メモ リー スキ ャ ン の スキ ッ プ 疫 定 。 | 

| 08 | BEEP-ON | ビー ブ 彰 の ONWOFF _ | 

| 09 | ULCON | USB/LSB 自 動 切 り 換 え の ON/OFF | 

エレ キー スピ ー ド の 酸 定 

エレ キー リバ ー ス の 設定 
0 


三 


L 
15 ST-800 サイ ド ト ー ン 周波 数 の 設定 

KIN-AT CW ブレ ー ク イン の 設 

| 17 | RAT-30 | エレ キー レシ オ の 設定 


Q 


胃 R 

トー ン 周 波数 の 設定 

スピ ー チ コン プレ ッ サ ー の ON/OFF 

PTT ロ ッ ク の ON/OFF 

APO-OFF | オー ト パ ワ ー オ フ の 時 間 設 

FUNC-MN | FUNC キ ー の 設定 


※ 本 ペー ジ と 英文 説明 書 P.95 の 操作 キー / 機 能 対象 表 を コピ ー し て 切り 抜い て 、 運 用 時 に 参照 する と 


便利 で す 。 
[セッ トモ ー ド の 操作 ] 


1) [FUNC〕} キ ー を 1 秒 以上 押す と 上 記 の 様 な 文字 が 表示 され セッ トモ ー ド に 入り ます 。 


2) 〔 人 る / マ ] 又 は マイ ク の [UP/DOWN] キ ー を 押し て メニ ュー を 選択 し ます 。 


3) メイ ンダ イヤ ル を 回 し て 設定 値 を 選び ます 。ON/OFF し か 選べ な いも の は メイ ンダ イヤ ル を 時 計 


7 反 時 計 方 向 に 回 し て 切り 換え ます 。 


4) 別 の 項目 を 設定 する 時 は 2-3 を 繰り 返し 、 設定 を 反映 させ て 運用 モー ド に 戻る 時 は [人 / ヤ ] 


[UP/DOWN〕 以 外 の キー を 押し ます 。 
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ら . 主 な 機能 
① 用 語 説明 
・ ク イッ クオ フ セ ッ ト 
SPLIT 状態 で FUNC キ ー を 押し た 後 7 キ ー を 押す と 表示 が 0.0000 に な り 、 そ の まま ダイ ヤル を 回 
す と 送受 信 の 周波 数 差 が 表示 され 、 素 早く スプ リッ ト の 設定 が で きま す 。 
・ カ ー ソ ル 
周波 数 の 上 に 表示 され る 小さ ざい マー ク の こと で す 。 
ライ オリ ティ イー 
メモ リー モー ド で 行なう と メモ リー 5 秒 、VFO0.5 秒 の 割合 で 、VFO モ ー ド で 行なう と VFO5 秒 、 
メモ リー 0.5 秒 の 割合 で 、 そ れ ぞ れ ス キャ ン し ます 。 
・ プ ログ ラム スキ ャ ン 
メモ リー ナン バー P1 と P2 に 設定 し た 周波 数 の 間 を スキ ャ ン し ます 。VFO AB それ ぞ れ に 1 ペア 
使え ます 。 
・CW ブ レー クイ ン 
CW 運用 時 、 電 鍵 ON で 自動 的 に 送信 し 、OFF 後 に 自動 的 に 受信 に 戻る 機能 の こと で す 。 


② モ ー ド の 切り 替え っ P26 
MODE キ ー を 押す 毎 に 、USB. LSB. AM, FM, CWL, CWU か ら モ ー ド を 選ぶ 事 が で きま す 。 


③ バ ンド の 切り 替え っ P26 
M/KHz キ ー を 押し て 、 マ マー ク を MHz 位置 の 上 で 点滅 する よう に 合わ せま す 。 その 後 UP/DOWN キ 
ー を 押す 事 で 、 バ ンド 単位 の アッ プ ダ ウン が で きま す 。 


(《④ よ り よ い 受 信 を する に は 一 P31 
RF キー を 押す 事 で 、+10dBー20dB で 10dB 単 位 で RF ゲイ ン を 調整 で きま す 。 


⑤ ク ロー ン 機 能 ーP69 

DX-SR8J ( 親 機 ) の 各種 設定 や メモ リー 内 容 等 の 状態 を 別 の DX-SR8J ( 子 機 ) に コビー する 事 が で 

きま す 。 これ に は 両端 に 3.5 ゅ の ステ レオ プラ グ が つい た 3 芯 ケ ー ブ ル が 必要 で す 。 

[ 手 順 ] 

1) 3 芯 ケ ー ブ ル の プラ グ を 親 機 と 子 機 の SP 端 子 に 挿入 し ます 。 

2) 親 機 の み MODE キ ー を 押し な が ら 電 源 を ON に する と クロ ー ン モー ド に 入り ます 。 

3) 親 機 の PTT を 押し ます 。 表示 が SD 番号 と て なり 、 デ ー タ の 送出 と 共に 数 字 が 大 きく な り ま す 。 子 
機 側 の 表示 は LD 番 号 で す 。 

4) クロ ー ン が 成功 し た ら 両 機 の 表示 は Good と な り ま す 。 和 失敗 で す と Error が 表示 され ます の で 接 
続 を 再 確認 し て 最初 か ら や り 直 し て くだ さい 。 

クロ ー ン モー ド か ら 抜 け 出 す に は 電源 を 再度 投入 し て くだ さい 。 
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DX- SR8J 和文 補足 説明 書 


この 度 は アル イン コ の DX- SR8J ト ラン シー バー を お 求め 頂き 、 誠に あり が と う ご ざ いま す 。 

本 書 は 、DX- SR8J の 操作 に つい て 実用 面 で の 補足 説明 を 致し ます 。 文中 の 「P. XX」 は 、 英文 
説明 書 の 関連 ペー ジ を 指し ます 。 イラ スト や チャ ー ト な ど が 掲載 され て お り ま す の で 是非 ご 参照 く 
だ さい 。 


注意 : 

取り 扱い に 関す る 注意 は 製品 に 同 梱 の 和文 簡易 説明 書 ( 以 下 和文 説明 書 ) に 記載 され て いま す 。 
異常 が 発生 し た と き は 速やか に 電源 を 切り 、 弊社 製品 販売 代理 店 又は 弊社 サー ビス セン ター に 
ご 連絡 くだ さい 。 

本 機 は 3 アマ 以上 の 資格 で な いと お 使い に な れ ま せん 。 3 アマ の 場合 、 申請 に は 50W 出 力 に する 
改造 が 必要 で す 。 


人 @ 設置 、 接続 、 免許 申請 に つい て : 
P. 13 て 17 に 設置 ・ 接 続 に つい て の 説明 が イラ スト 付き で 記述 され て いま す の で ご 参照 くだ さい 。 
無線 局 免許 の 申請 方 法 は 、 和文 説 明 書 に 記載 が あり ます 。 


操作 の 概要 : 

本 機 の 操作 概要 は 、 大 ま か に 以下 の よう に な り ま す 。 

1 : ツ マミ (ボリ ュー ム :AF プ スケ ル チ /IF シ フト /RIT・TXIT) に は 直接 操作 し か 機能 割り 当て が あり 
ませ ん 。 

2: メ イン ダイ ヤル と キー ボタ ン (以下 キ ー) は 、 ファンク ショ ン や セッ トモ ー ド と 連動 し て 複数 の 機能 
を 操作 し ます 。 キ ー に つい て は 、 キ ー ゴ ム に 印字 の 機能 よそ の まま 押す と その 動作 を 行い 、 パネ 
ル 側 に 印字 され た 機能 は ファ ンク ショ ン 動 作 時 (FUNC キ ー を 一 度 押し て 、 FUNC を 液晶 に 表示 させ 
た 状態 で 別 の キー を 押す ) に 操作 で きる よう に な り ま す 。 この ファ ンク ショ ン と 、 セッ トモ ー ド の 操作 
(FUNC キ ー を 1 秒 ほ ど 押 し て 、 数 字 や ロー マ 字 が 出る 画面 を 出す ) を 覚え れ ば 、 本 機 は 説明 書 を 
見 な く て も ほとん どの 操作 が で きる よう に な り ま す 。P. 70 て が セッ トモ ー ド の 説明 で す 。 和文 説明 
書 P. 1 1 に 、 操作 キー と セッ トモ ー ド 機能 の 早見 表 が 掲載 され て いる の で 、 これ を 拡大 コピ ー し て 
オペ レー ショ ン デ スク に 常備 し て お け ば 、 と ま ど う こと は 少な く な り ま す 。 

3 : よく 使う 周波 数 や 29MHz レ ビー ター、 お 気に入り の ラジ オ 局 受信 な ど は メモ リー を 活用 する と 
よい で し ょ う 。P. 48 て P. 54 が メモ リー に 関す る 説明 で す 。 P. 53 て か ら メ モリ ー に 7 文字 まで の 
名 前 を つけ る 方 法 を 説明 し て いま す 。 

4: 本 機 は 通信 型 受 信 機 と し て も 活用 で きま す 。 スキ ャ ン に つい て は 一 般 の モー ド の 他 、 スケ ル チ 
を か けず に 使え る 時 間 経 過 ス キャ ン ( 信 号 の 有無 に 関係 な く 、 一 定 の 時 間 が 経過 する と 次 の ステ 
ッ プ や チャ ン ネ ル に 移行 する )、 プラ イオ リティ 、 サー チ ス キャ ン (特定 の 周波 数 帯域 を 順に 切り 替 


えて スキ ャ ン )、 プロ グラ ム ス キ ャ ン ( 上 限 下限 を 設定 し て その 間 を スキ ャ ン ) が 搭載 され て お り 、 使 
い 方 次 第 で 便利 に ワッ チ が で きま す 。 スキ ャ ン の 詳細 は P. 55 て を 御覧 下さ い 。 

5: 英 文 説明 書 で よく 出 て くる 「PRESS KEY」 は XX キー を 一 回 押し て 放す か 、 イ ラス ト に ある ア 
イコ ン が 出る まで 数 回 ポン ポン と 押す 、「PRESS AND HOLD て KEY」 は XX キー を 押し た まま 
に する 、「TURN」 は XX を 回 す 、「SELECT~ 」 は XX を 選択 する 、 と いう 意味 で す 。 

6: 本 機 は 、 電源 投入 時 、 最後 に 電源 を 切っ た と き の VFO/ メ モリ ー 状 態 を 記憶 し て 立ち 上 が り ま す 
が 、 フ ァ ン クシ ョ ン 未 確定 (設定 途中 で の 切断 ) や スキ ャ ン な ど 一 部 の 条件 ・ 状 態 は 保持 され ませ 
ん 。 バン ド 毎 の AGC や 標準 電波 形式 設定 の 記憶 方 法 は 、 セッ トモ ー ド で 変更 で きま す 。 

⑯ 採 作 の 練習 と リセ ッ ト 

説明 を 読ん で いて も 、 本 機 の 操作 に 慣れ る まで は 間違っ た り 、 設定 か ら 抜け る 方 法 が 分 か り に く 
か っ た り し て 困る こと が あり ます 。 その 時 は 、 リセ ッ ト を お こ な っ て くだ さい 。P. 87 て に 説明 が ある 
よう に 、 本 機 に は 完全 リセ ッ ト ( 電 源 を 切っ て 、FUNC キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る )、 メモ リー だ 
け の 消去 (MHz と RF キー を 押し な が ら 電 源 ON)、 機能 だ け の 初期 化 (V プ M キ ー を 押し な が ら 電 
源 を 入れ る )、 の 三 つ の リセ ッ ト モ ー ド が あり ます 。 英文 ・ 和 文 説明 書 と 本 書 を 見 な が ら 操 作 し 、 自 
分 な り に 説明 書類 の 上 に メモ を 書き 加え た り 、 分 か ら な く な っ た ら リ セッ ト を 掛け た り し て 、 無線 機 
に な じん で か ら と 実際 に 使う メモ リー や セッ トモ ー ド の 設定 を 使い や すい よう に カス タマ イズ する と 効 
率 的 に 本 機 を お 使い に な れ ま す 。 

@⑯ 基本 操作 に つい て P. 25 

正しく 設置 が 済ん だ ら 、 PWR (1!/O) キ ー を 押し て 電源 を 入れ ます 。 ボリ ュー ム と スケ ル チ は ツマ ミ 
の 操作 で レベ ル を 設定 し ます 。 軽 め の トル ク で すか ら 知 ら な い 間 に 触れ て いて 設定 が 変わ る こと 
が ある の で 注意 し て くだ さい 。 運用 モー ド は MODE キ ー を 押す 毎 に 変え られ ます が 、MODE キ ー 
を し ば らく 押し て 表示 が 点滅 に 変わ っ た と き に 人 A/ ヤ (以下 人 4 キー) キー また は マイ ク の UP ジ DOW 
N キ ー (以下 UP/DOWN キー) を 押し て 選択 する こと も で きま す 。 何 か キ ー 操 作 を する と 点滅 は 消 
えま す 。 


周波 数 は M プ KHz キー を 何 度 か 押し て 点滅 ヤマ ー ク が MHz 単位 の 数 字 の 上 に 来る よう に し て 人 A 
キー か UP DOWN キ ー を 操作 する と 、 バン ド 毎 に 切り 替わり ます 。 MKHz を 押し て を 違う 場 
所 に 移動 し て か ら 4 キ ー か UP プ DOWN キ ー を 操作 する と 、 MHz 単位 や KHz 単位 で 周波 数 を 変 
えら れ ま す 。 また 、 数字 キ ー を 押す こと で も 運用 バン ド を 選べ ます 。 最後 に ダイ ヤル を 回 すか UP 
DOWN キ ー を 押し て 細か い 運 用 周波 数 に チュ ー ン し ます 。 


周波 数 の 直接 入力 を する に は 、ENT キ ー を 押し て か ら 数 字 キ ー を 押し 、 最後 に ENT キ ー を 押し て 
確定 し ます 。 P. 30 に 例 を 示し た イラ スト が ある の で 参考 に し て くだ さい 。 


本 機 は VFO を 2 つ (A/B) 搭 載 し て いま す 。 どちら で も 同様 に 運用 が で きる の で 、 素 早く バ ンド を 切 
り 替 えて 使え ます 。 FUNC キ ー を 押し て か ら 1 キー を 押す と A と B が 切り 替わり ます 。 


送信 に つい て は P. 33 よ り 説明 し て いま す 。 FUNC と 0 キー で 出力 切り 替え が で きま す 。 ハム バン 
ド 外 で 送信 し よう と する と OFF が 表示 され ます 。 QRP に は スー パー ロー 設定 を 自分 で 出力 調整 し 
て 対応 する こと も で きま す 。 


ナロー フィ ルター、 受信 感度 設定 を 変え る RF ゲイ ン 、 AGC 設 定 、CW キー ヤー 関連 な ど は 、 そ れ 
ぞ れ の 電波 形式 で の 運用 説明 ペー ジ (Chapter 2) や P. 62 て の 「 特 殊 な 機能 」 に 記載 され て い 
ます 。 簡単 な 操作 な の で 、 すぐ に お 分 か り に な れ ま す 。 同じ 操作 を 繰り 返す と 機能 を オフ に で きま 
す 。 


P. 67 の マル チ フ ァ ン クシ ョ ン 機 能 は 、MF キ ー を 任意 の セッ トモ ー ド 操作 専用 に 割り 当て る も の で 
す 。 FUNC 十 MF キ ー で 文 の マー ク を 点 減 させ 、 点滅 し て いる 間 に FUNC キ ー を 長く 押し て セッ トモ 
ー ド を 呼び 出し 、 4 マー ク で 好き な 機能 を 選ん で か ら PTT な ど キ ー を 押し て 点滅 を 止め 、MF キ ー 
を 押す と 登録 完了 で す 。 CW 運 用 が 多けれ ば キー イン グ ス ピ ー ド 変更 、 BCL な ども 含め て ワッ チ 
時 間 が 多けれ ば スキ ャ ン 再 開 条 件 変更 設定 、 と いっ た 運用 中 に し ば し ば 変更 し た い セ ッ ト モ ー ド 
項目 を 割り 当て て お く と 便利 で す 。 ほか に ダイ ヤル や キー の ロッ ク な ど 、 簡単 で 便利 な 機能 説明 が 
ある の で 、 こ の 章 は 必ず 目 を 通し て くだ さい 。 

人 @ メモ リー モー ド に つい て 

メモ リー モー ド に は 、①VFO 設 定 を メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込む シン プレ ックス VFO 周 波数 登録 、 
クイック オフ セッ ト 使 用 の スプ リッ ト 、 ③VFO2 つ を 使う スプ リッ ト 、 の 3 つが あり ます 。 


【 シ ンプ レッ クス VFO 周 波数 登録 】 

本 機 に は A プ B プ ブ ラン ク の 3 つの バン ク に それ ぞ れ 200ch、 合計 600ch の メモ リー を 登録 で き 
ます 。 

【 操 作 】 P. 48 の 絵 を 参照 し て くだ さい 。 

1 : 任 意 の VFO で 周波 数 、 電波 形式 、 フィ ル タ 設 定 、RF ゲ イン 、 AGC モ ー ド 、 ノ イズ ブラ ンカ ー、 CT 
CSS ト ー ン 、 出 力 を 登録 し た い 状 態 に 設定 し ます 。 

2:FUNC キ ー を 押し ます 。 メモ リー 番号 が 点 減 し ます 。 (既に 書き 込ま れ て いる と き は 点灯 状態 で 
す 。 そこ に 上 書き する こと も で きま す 。 セッ トモ ー ド の メニ ュー01 で 上 書き を 禁止 する こと も で きま 


す ) 
3:V プ M キ ー を 押す ご と に AB プ ブ ラン ク と バン ク 表 示 が 変わ る の で 、 任意 の バン ク を 選び ま 
す 。 


4: 人 4 キー か UPDOWN キ ー を 操作 し て 、 登録 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び ます 。 

5 : す べ て OK で あれ ば 、 ソ ツン M キ ー を 1 秒 ほ ど 押 す と VFO モ ー ド に 戻り 、 ビー プ 音 が 鳴っ て 登録 を 
終了 し ます 。 V/M キー を 押す と 登録 し た メモ リー デー タ が 表示 され ます 。 それ を ベー ス に メモ リー 
モー ド で も 運用 中 に 周波 数 を 懲 調 し た り 、 RF ゲイ ン を 変え た り で きま す が 、 電源 を 入れ 直す と オリ 
ジ ナ ル の デー タ に 戻り ます 。 


【 ス プリ ッ ト 運 用 と メモ リー】 

1 : レ ビー ター の よう に いつ も 決ま っ た シフ ト を か ける と き は 、 ② ク イッ クオ フ セ ッ ト 使 用 の スプ リッ ト 
を 使い ます 。 P. 42 の クイ ッ ク オ フ セ ッ ト を 参照 し て シフ ト 幅 を 決定 、 そ の 設定 を P. 49 に ある 説明 
の よう に メモ リー 登録 操作 し て 使う と 便利 で す 。 


【 操 作 】 

1 : 任 意 の VFO で 周波 数 、 電波 形式 、 フィル タ 設 定 、RF ゲ イン 、 AGC モ ー ド 、 ノ イズ ブラ ンカ ー、 
CTCSS ト ー ン 、 出 力 を 登録 し た い 状態 に 設定 し ます 。 

FUNC 寺 4 キー で CTCSS ト ー ン エン コー ド を オン に で きま す 。 セッ トモ ー ド の メニ ュー1 8 で トー ン 
周波 数 を 選ん で お きま す 。 

2:FUNC キ ー を 押し て FUNC 表 示さ せ た 後 、5 キ ー を 押し て SPLIT を 表示 させ ます 。 
3:FUNC キ ー を 押し て FUNC 表 示さ せ た 後 、7 キ ー を 押し て シフ ト 幅 を 表示 させ ます 。 初期 値 は 0 
が 並ん だ 状態 で す 。 この 状態 で AA キー か UP プ DOWN キ ー を 押し 続け る と シフ ト 方 向 と 幅 が 変わ 
り ま す 。 マイ ナス シフ ト を 掛け る と き は ヤ か DOWN( 数 字 の 前 に - - が 表示 ), プラ スシ フト は 4 か U 
P キ ー を 押し 続け ます 。 例え ば - 1 00KHz シ フト の と き は - -0. 100. 00 と し ます 。 MKHz 以 外 
の キー を 押し て シフ ト を 確定 し ます 。 

4:FUNC キ ー を 押し て キー か UP/DOWN キ ー を 操作 、 登録 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選び 
ます 。 

5 : す べ て OK で あれ ば 、 ソ プ M キ ー を 1 秒 ほ ど 押す と VFO モ ー ド に 戻り 、 ビー プ 音 が 鳴っ て 登録 を 
終了 し ます 。 


パイ ル ア ッ プ 時 な ど 相 手 の 指定 ス プリ ッ ト 幅 が 変わ る 場合 に は 、③⑤VFO2 つ を 使う スプ リッ ト 、 を 
使い ます 。P. 45 に ある よう に 、VFO A と VFO B に それ ぞ れ 受信 ・ 送 信 の 周波 数 を 設定 し 、FUN 
C+ 5 キー で SPLIT を 表示 させ て 運用 し ます 。 コー ル し て いる と き に 数 キロ ヘル ツ ず ら す 、 と いっ た 
こと が 簡単 に で きま す 。 解除 する に は FUNC+ 5 キー を も う 一 度 操作 し ます 。 この 設定 も P. 50 の 
よう に メモ リー で きま す が 、 実際 に は DX 局 が パイ ル を 提 く 時 に いつ も 同じ 周波 数 、 同 じ シ フト で 運 
用 する こと は 非常 に まれ で すか ら 、 メモ リー し て も あま り 意 味 は あり ませ ん 。 そ れ よ り も スプ リッ ト 運 
用 の 方 法 を 記憶 し て その 場 で 操作 する 方 が 実用 的 で す 。 


*※ メモ リー チャ ン ネ ル の 消去 は 、 消し た い チ ャ ン ネ ル に 合わ せ て FUNC キ ー を 押し 、FUNC 表 示さ 
せ た 後 3 キー を 押し ます 。 メモ リー 番号 が 点滅 を 始め た ら OK で す 。 

* メモ リー を すべ て 消し た いと き は MHz と RF キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 

*※ メモ リー に ある 状態 を VFO に コピ ー す る と き は 、FUNC キ ー を 押し て か ら 2 キ ー を 押し 、 VFO 表 
示 が 点滅 し た ら 人 4 キー か UP プ DOWN キ ー を 押し て コピ ー 先 の VFO AB を 選ん で か ら も う 一 度 
2 キー を 押し ます 。 VM キー で VFO に 戻る と その デー タ が コピ ー さ れ て いま す 。 


⑱ スキ ャ ン に つい て 

本 機 に 搭載 の スキ ャ ン モ ー ド に つい て 説明 し ます 。 

*※ FUNC キ ー を 押し て 、FUNC 表 示 中 に 8 キー を 押す と スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 

*※ スキ ャ ン 中 に キー か UPDOWN キ ー を 操作 する と スキ ャ ン の 上 下方 向 を 変え る こと が で 
きま す 。 

※ どの モー ド で スキ ャ ン を 始め る か は セッ トモ ー ド の メニ ュー04 で 設定 し ます 。 SELECT を 設定 
する と 、 FUNC 十 8 キー を 押し た 後 、 ス キャ ンタ イプ が 表示 され る の で ダイ ヤル や 4 キー、 UP 
〆DWON キ ー を 使っ て タイ プ を 選ん で か ら 8 キ ー を 押し ます 。 プラ イオ リティ スキ ャ ン は 、 後 述 
の 操作 が 必要 で す 。 

* ダイ ヤル に 触れ る 、PTT や 操作 キー を 押す 、 と いっ た な ん ら か の 操作 (4 キー か UP プ DOW 
N キ ー の 操作 以外 ) を する と スキ ャ ン は 止ま り ま す 。 


(1 ) バ ンド スキ ャ ン : 設 定 し た ステ ッ プ で 今 VFO 設 定 さ れ て いる バン ド を スキ ャ ン す る モー ド で す 。 
P. 55 の 図 に ある よう に 、 例え ば 21 MHz ハム バン ド 内 に いれ ば 21MHz ハ ム バ ンド 内 を 周回 
し て スキ ャ ン し ます 。 21 . 450MHz を 越え た と ころ か ら ス ター ト す れ ば 、 21 . 450 か ら 、 次 の 
ハム バン ド の 下限 で ある 24. 890 ま で の 間 を スキ ャ ン し ます 。 

(2) プ ログ ラム スキ ャ ン :VFO A と VFO_ B に それ ぞ れ 1 ペア 設定 で きる モー ド で 、 任意 の 2 点 間 を 
スキ ャ ン し ます 。 あら か じ め A プ B ど ちら か の VFO で 、 ス キャン し た い 上 限 と 下限 の 周波 数 を 
設定 し て 、 そ れ ぞ れ P1 と P2 の メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込ん で か らし か 動作 し ませ ん 。 例え 
ば 短波 放送 22m バン ド の 下限 13.570 と 上 限 の 13.870kHz を メモ リー し て スキ ャ ン す る よう に 
使い ます 。 

(3) サ ー チ スキ ャ ン : セ ッ ト モ ー ド で 別途 設定 する 一 定 の 幅 (50 プ 100/200KHz) の 間 を 高速 ス 
キャ ン し ます 。 信号 が 有 っ て も 止ま り ま せん し 、 ス ケル チ の 有無 に 関わ ら ず 動作 し ます 。 スキ ャ 
ン 中 に 4 キー か UP プ DOWN キ ー を 操作 する と 次 の 幅 に 移動 し ます 。P. 56 に 図 が ある の で 
参考 に し て くだ さい 。 この モー ド は 信号 を 探す と 言う より も 、 自分 が これ か ら 運 用 し よう と する バ 
ンド が アク ティ ブ か どう か 、 ざっ と 聞い て みる の に 使い ます 。 

(4) メモリー スキャン: メモリー モー ド に 入っ て スキ ャ ン 操 作 を する と 、 メモ リー チャ ン ネ ル に 書き 込 
まれ て いる チャ ン ネ ル を スキ ャ ン し ます 。 メモ リー チャ ン ネ ル 登 録 し て か ら で な いと 動作 し ませ 
ん 。 

(5) プ ライ オリ ティ スキ ャ ン :VFO と メモ リー を 使っ て 、 どちら か に 主 に 聞い て いた い 周 波数 、 も う 一 
方 に 時 々 チェ ッ ク し た い 周 波数 を 設定 すれ ば 、 一 定 の サイ クル (表示 周波 数 側 5 秒 、 プラ イオ 
リティ 側 0. 5 秒 。 但し スケ ル チ を 掛け て いな いと 2 秒 ) で 交互 受信 し ます 。 スケ ジュ ー ル QSO 
で 相手 が 出 て くる まで ラジ オ 放 送 を 聞い て いた い 、 と いう よう な と き に 使い ます 。 組み 合わ せ は 
P. 57 を 参照 し て くだ さい 。 メモ リー チャ ン ネ ル 登 録 し て か ら で な いと 動作 し ませ ん 。 

1 : プ ライ オリ ティ 側 (短く 受信 する 方 ) で 受信 し た い 周 波数 を VFO 設 定 す る か 、 メモ リー チャ ン ネ ル 

か ら 選 び ま す 。 


2:V プ M キ ー を 押し て 反対 の 運用 モー ド (VFO 又 は メモ リー) に 行き 、 通常 受信 し た い 方 の 周波 数 
を 設定 し ます 。 
3 :FUNC キ ー を 押し て 、 6 キー を 押し ます 。 


【 ス キャ ン の 再開 条件 に つい て 】 

セッ トモ ー ド P. 73 で スキ ャ ン 再 開 条 件 を (A) と (B )、 い ずれ か か ら 選 べ ま す 。 どちら の モー ド で も 
スケ ル チ を 掛け な く て も スキ ャ ン は 動作 し ます が 、 異な る の は : 

(A) 設 定 で は スケ ル チ が 閉じ て いる と き は 高速 スキ ャ ン し て 、 信号 が あっ た ら そ こ で 止ま っ て 、 指 
定 し た 時 間 が 過ぎ た ら ま た 高速 スキ ャ ン を 再開 し ます 。 スケ ル チ が 開い て いる と き は 、 指定 し た 再 
開 時 間 刻 み で スキ ャ ン し 、 信号 が あっ た ら そ こ で 止ま っ て 、 指定 し た 時 間 が 過ぎ た ら 次 の チャ ン ネ 
ル や ステ ッ プ に 移り ます 。 セッ トモ ー ド の (A) 設 定 条 件 中 、OFF は 「 信 号 が あっ た ら そ こ で 止ま り ス 
キャ ン を 再開 し な い 」、 0 は 「 信 号 が 無く な る まで スキ ャ ン を 再開 し な い 」、B0O は 「 信 号 が あっ て も ス 
キャ ン を 止め な い ( 幅 を 設定 し な い サ ー チ スキ ャ ン の よう な 状態 )」 で す 。 

(B) 設 定 で は スケ ル チ の 開閉 に 関係 な く 指 定 し た 時 間 刻 み で スキ ャ ン し て 、 信号 の 有無 に 関わ ら 
ず 指 定 し た 時 間 が 過ぎ た ら 次 の ワン ステ ッ プ か メモ リー チャ ン ネ ル を 一 定時 間 ス キャ ン し ます 。 デ 
ー タ 通信 な ど を 自動 巡回 ワッ チ し や すい よう に 、 最長 30 分 まで 1 つの チャ ン ネ ル を モニ ター で きる 
よう 長め の 時 間 が 設定 で きる よう に な っ て いま す 。 


信 セッ トモ ー ド に つい て 

P. 70 か ら は セッ トモ ー ド の 説明 で す 。 

セッ トモ ー ド の 操作 は 以下 の 通り で す 。 

1 :FUNC キ ー を 1 秒 以 上 押す と アル ファ ベッ ト や 数 字 の 文字 が 表示 され セッ トモ ー ド に な り ま す 。 
VFO 表 示 の 右 横 に 2 桁 の 数 字 が 出る の が 、 セッ トモ ー ド の メニ ュー 番号 で す 。 

2: 人 4/ ヤ キー か マイ ク の UP プ DOWN キ ー を 操作 し て 変更 し た い メ ニュ ー を 選択 し ます 。 

3: メ イン ダイ ヤル を 回 し て 好み の 設定 値 を 選択 し ます 。ON/OFF(OF と 表示 され る こと も あり ま 
す ) し か 値 が 無い 場合 は 、 ダ イヤ ル を 右 か 左 に 回 す だ け で す 。 

4: 人 4/ ヤ キー か マイ ク の UP プ DOWN キ ー を 操作 する と 今 の 値 が 反映 され 、 次 に 変更 し た い メ ニ 
ュー が 選択 で きる よう に な り ま す 。 

5 : 同じ 操作 を 繰り 返し 、 セッ トモ ー ド で の カス タマ イズ を 終え た ら A / ヤ キー か UP プ DOWN キ ー 
以外 (PTT キ ー が 一 番 便利 で す ) を 押し て セッ トモ ー ド を 終了 し ます 。 この と き 、 ビー プ 音 が 鳴り ま 
す 。 


セッ トモ ー ド で は 、 23 の 項目 が カス タマ イズ で きま す 。 内 容 は 本 機 に 添付 の 和文 簡易 説明 書 P.12 
を ご 参照 くだ さい 。 


補足 : 以 下 、 セット モー ド で 注意 の 要 る 機能 に つい て の み 説 明 し ます 。 

〇 メニ ュー01 : メ モリ ー 上 書き の 禁止 : こ れ は 単に 書き 込み 済み の メモ リー チャ ン ネ ル へ の 上 書 
き を 許可 する か ・ し な いか 、 で す 。 こ の 設定 に か か わら ず 、 メモ リー の 消去 は 行う こと が で きま 
す の で 注意 し て くだ さい 。 

〇 メニ ュー02 : メ モリ ー チ ャ ン ネ ル デ ー タ の 一 時 変更 許可 :OF (オフ) 設定 に する と 、 メモ リー チャ 
ン ネ ル に 登録 の デー タ は RIT ン TXIT 以 外 、 一 時 的 に 変更 する こと が で き な く な り ま す 。 ON で 
設定 を 変え られ る よう に し て 運用 、 メモ リー 内 容 を 変え て し まっ て も 、 電源 を 入れ 直す と 元 の メ 
モリ ー デ ー タ で 立ち 上 が り ま すか ら 、 通常 は ON 設定 で 良い で し ょ う 。 スケ ジュ ー ル QSO の チ 
ャ ン ネ ル を 設定 し て いた の に 、 う っ か り ダ イヤ ル を いじ っ て F ズ レ し て いて コー ル に 気が付か な 
か っ た … と いう よう な こと を 防ぐ た め に 設け た 設定 値 で す 。 

〇 メニ ュー03 : タ イマ ー ス キャ ン 設 定 : (A) の 設定 で は 、 ス ケル チ を 効か せ て お か な いと スキ ャ ン 
し ませ ん 。 信号 が あっ て スケ ル チ が 開い た ら ス キャ ン を 停止 、 設定 時 間 後 再開 し ます 。 (B ) は 
スケ ル チ を か け な く て も 、 信号 の 有無 も 関係 な し に 、 決め た 時 間 が 経過 し た ら 次 の チャ ン ネ ル 
や ステ ッ プ を 受信 し ます 。 

〇 メニ ュー04 : ス キャ ン ボ タン を 押し た と き 、 どの スキ ャ ン を 実行 する か 決め て お け ま す 。 その た 
びに どれ を 使う か 手動 で 決め た いと き は SELECT を 設定 し て お きま す 。 BAND は VFO の 全 チ 
ャ ン ネ ルス キャ ン 、 プロ グラ ム は 別途 設定 し た 2 チャ ン ネ ル 間 の スキ ャ ン 、 サー チ は メニ ュー0 
5 で 別途 指定 し た 幅 ( 例 えば 1 00khz) で 順に スキ ャ ン 、 で す 。 スキ ャ ン は 他 に プラ イオ リティ 
( 気 に な る 1 ch を 数 秒 お き に 瞬間 モニ ター する ) も あり ます の で 、P. 55 て の スキ ャ ン に 関す る 
項目 を ご 参照 くだ さい 。 

〇 メニ ュー09 :USB/LSB を バン ド に 合わ せ て 自動 設定 する か どう か 、 で す 。 ON だ と 自動 、O 
FF だ と 前 に 電源 を 切っ た と き の モ ー ド で 立ち 上 が り ま す 。 自動 ON で も ボタ ン 操 作 で モー ド を 
切り 替え られ ます が 、 電源 を 入れ 直し た 時 に は 自動 設定 で 立ち 上 が り ま す 。 

〇 メニ ュー1 9: ス ピー チコ ンプ レッ サ :SPH- ALL で は FM モー ド で も コン プレ ッ サ が 掛か り ま す 。 
通常 は 使わ な い の で SPH- ON か OFF で お 使い 下さ い 。 

〇 メニ ュー22 : マ イク の UP プ DOWN キ ー は スキ ャ ン の スタ ー ト か 、 キー を 押し て いる 間 だ け 周 
波数 な ど を 決ま っ た ステ ッ プ で 上 下 に 動か す 2 つ の 役目 を どちら か に 選ん で 使え ます 。 

〇 メニ ュー23 :FUNC キ ー は 、 初期 値 で は 次 に キー を 操作 する まで ファ ンク ショ ン モ ー ド を 保持 
し ます が 、 AT を 選択 する と 操作 が 無い まま 5 秒 立 つと 自動 的 に ファ ンク ショ ン モ ー ド を 解除 し 
まず 。 


⑯ その 他 の 機能 に つい て 

ここ で は 、 本 機 が 搭載 する その 他 の 便利 な 機能 に つい て 注意 点 だ け 説明 し ます 。 詳し い 操 作 方 法 

は 英文 説明 書 を お 読み くだ さい 。 

ネ ※ メモ リー ネー ム : 登録 し た メモ リー を 文字 や 数 字 で 表示 で きま す 。 6 桁 ま で 表示 で きま す 。 登録 
時 、 操作 を 繰り 返し て 7 番目 まで 文字 が 点滅 し た ら 6 桁 まで の 入力 が 完了 し ます 。 P. 53ー 


※ メモ リー スキ ッ プ : メ モリ ー し た チャ ン ネ ル を メモ リー スキ ャ ン 中 に 飛ば し た いと き に 使い ます 。 
飛ば す メ モリ ー を 選び 、FUNC+ VM キー で 小数 点 が 表示 され た ら OK, 同じ 操作 を 繰り 返 
す と 解除 で きま す 。 スキ ッ プ 設定 中 の チャ ン ネ ル も スキ ャ ン し た いと き は セッ トモ ー ド の メニ ュ 
ー06 で NO SKIP を 選び ます 。P. 60 一 

*※ プラ スマ イナ ス デ ル タ エ フ :RIT/TXIT で 一 時 的 に 送受 周波 数 を 変え て いる と き 、 その 設定 を 
VFO に コピ ー し て 、 RT ン TXIT 機 能 か ら 抜 ける と き に 使い ます 。 RIT/TXIT 運 用 中 に FUNC 
キー を 押し て か ら RIT キ ー を 押す だ け で す 。 RIT 表 示 の 解像度 が VFO 表 示 解 像 度 よ り 低 いた 
め 、 操作 を 終了 する と 例え ば 1 . 1 KHz し か ずら し て いな いよ うに 見 えた も の が 実際 は 1. 1 5K 
Hz ずれ て いた 、 と いう こと が 起こ り ま す 。 P. 66ー 

*※ ケー ブル クロ ー ン : 市 販 の ステ レオ ミニ プラ グ 付 き ケ ー ブ ル を 使っ て 、 2 台 の DX- SR8J を 全く 
同じ 設定 に クロ ー ン で きま す 。 モー ドキ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と CLONE と 表示 が で ま 
す 。 この クロ ー ン モー ド へ の 入り 方 は メモ リー 編集 ソフ ト な ど が 供給 され た 場合 に 操作 が 必要 
に な る こと が あり ます 。 


人 @ 調整 に つい て 

本 機 は アマ チュ ア 無 線 機 で す 。 従い 、 工場 で の 調整 設定 を 以下 の 項目 に つい て 上 級 ユ ー ザ ー が 
任意 に 設定 変更 で きる 調整 ポイ ント を 設け て いま す 。 これ は 弊社 が ユー ザー に 調整 を 強制 する 物 
で は な く 、 調整 の 失敗 に よる 弊害 や 故障 は すべ て ユー ザー の 責任 と し 、 修理 は 保証 対象 外 と し て 
有償 に な り ま す 。 詳細 は P. 85 を 御覧 くだ さい 。 尚 、 一 部 に 電源 を 入れ た まま 行う ポイ ント が あり 
ます 。 危険 で すか ら 、 無線 機 の メン テ ナ ン ス に 慣れ た 方 以外 は 絶対 に 調整 を 行わ ず 、 サー ビス セ 
ンタ ー に ご 相談 くだ さい 。 測定 器 や 工具 が 必要 な 項目 も あり ます 。 下記 以外 の VR 等 は 絶対 に 触 
ら な いで くだ さい 。 VR の 調整 に は セラ ミッ ク の 調整 棒 を 使用 し 、 金属 の ドラ イ バ ー は ショ ー ト の 原 
因 に な る の で 絶対 に 使わ なかい で くだ さい 。 

1 : マ イク ゲイ ン VR117 時 計 回 り で ゲイ ン が 深く な り ま す 。 

2: ビ ー プ 音量 VR109 時 計 回 り で 音 が 大 きく な り ま す 。 

3 : サ イド トー ン 音 量 VR111 時 計 回 り で 音 が 大 きく な り ま す 。 

4: ス ー パ ーLOW 出 力 設定 VR120 時 計 回 り で 出力 は 大 きく な り ま す 。 0. 1 一 2W 程 度 の 間 で 
微 調整 が で きま す 。 

5: 最 高 出力 設定 :MAX1 00W か 50W か を 設定 し ます 。 | ポイ ント の ラン ド を ハン ダ で ブリ ッ ジ する 
か ど とう が で 決ま り ま す 。 

ヒュ ー ズ の 交換 は P. 86 を 御覧 下さ い 。 必ず 電源 コー ド を 抜い て 行っ て 下さ い 。 


⑯ アクセ サリ ー に つい て 

弊社 の EDX- 2 オー トチ ュー ナー、 EDS- 17 セ パレ ー ト キッ ト (P. 1 5) が オプ ショ ン 設 定 さ れ て い 
ます 。 EDX- 2 の 接続 は それ に 添付 の 日 本 語 説明 書 に も 詳し く 説明 が あり ます 。 又 、 製造 を 終了 
し て お り ま す が 、 旧 製 品 の EDX- 1 アン テ ナ カ プラ ー も 電源 ケー ブル を EDX- 2 の ポー ト と 同じ 場 


所 に 接続 する こと で お 使い に な れ ま す 。 


マイ ク に つい て は 、 弊社 の 8 ピン コネ クタ ー の ハン ド マ イ ク が 全て 電気 的 に は お 使い に な れ ま す が 、 
イン ピー ダン ス や マイ クエ レ メ ン ト の 違い に より 、 運用 モー ド に よっ て は か な り 音 質 を 損ね る こと が 
あり ます 。 EMS- 64 又 は EMS- 41 の ダイ ナミ ッ ク タ イプ を お 使い 下さ い 。 マイ クイ ン ピ ー ダ ンス 
は 300Q で す 。 


本 機 は 、 市販 の モー ビル ブラ ケッ ト や つり 下げ ハン ドル が お 使い に な れる よう 、 ネジ 穴 を 付け て あ 
り ま す 。 適合 ネジ の サイ ズ は P. 91 に 記載 の 通り で す 。 短 す ぎる と 落下 の 危険 が あり 、 長 す ぎる と 
内 部 の 基板 を 損傷 する 恐れ が ある の で ネジ の 種類 は 厳守 し て くだ さい 。 適合 の ブラ ケッ ト や ハン ド 
ル に つい て は 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 

以上 


